
 

宮廷画家ルドゥーテの描いた 美しき薔薇の世界展 

～王妃が愛したバラの肖像画とバラの花に会える街～ 

期間：２０１０年５月２９日（土） ～ ８月３１日（火） 

 

 

 ハウステンボス美術館では２０１０年５月２９日（土）～８月３１日（火）

の９５日間、バラ祭（６月１３日まで開催中）にちなんだ特別企画展とし

て「宮廷画家ルドゥーテの描いた 美しき薔薇の世界展 ～王妃が愛

したバラの肖像画とバラの花に会える街～」を開催します。 

 

ピエール＝ジョゼフ・ルドゥーテは１８世紀後半のパリで植物学の基

本を学んだ後、ルイ１６世王妃マリー＝アントワネットの美術教師となり、

博物蒐集
しゅうしゅう

室付画家の称号を得ます。その後もナポレオン妃ジョゼフィ

ーヌの庇護を受けながら、バラを中心とした花の絵を描き続けました。

彼の描く花々は、精密かつ正確であると同時に構図や技巧の面でも

芸術的評価の高い‘ボタニカル・アート’として名高く、彼はその分野

の天才画家として「花のラファエロ」「バラのレンブラント」と賞賛されるほどの人気と名声を博しまし

た。  

 この度ルドゥーテの最高傑作である「バラ図譜」１６９点および扉絵・肖像画を含めた完全版１７１点

を九州で初めて展示。さらに「バラの街」ハウステンボスならではの楽しみ方として、アートガーデンに

設置されている「ルドゥーテのバラのフォリー」で、彼が２００年前描いたバラのうち現存する貴重なバ

ラを、実際にご鑑賞いただけます（※見頃は５月中旬）。 

街全体がバラに包まれる初夏のハウステンボスで、名だたる王妃たちが愛した至高のコレクション

をお楽しみください。 

 

 

「宮廷画家ルドゥーテの描いた 美しき薔薇の世界展～王妃が愛したバラの肖像画とバラの花に会える街～」 

【会    期】  ２０１０年５月２９日（土） ～ ８月３１日（火） 

【会    場】  ハウステンボス美術館 （パレス ハウステンボス内） 

【開館時間】 １０時～１８時(最終入館１７時３０分)、土日祝日は１０時～１８時３０分（最終入館１８時）  

【料    金】 ６００円 

※とくとくチケット・パスポート・パスカードをお持ちの方、およびファミリエ年間パスカード

会員は無料 

【展示内容】 １７１点（「バラ図譜」１６９点＋扉絵・肖像画） 

【主   催】  ハウステンボス 

【企画協力】  コノサーズ・コレクション東京

 

２０１０年５月／美術館情報－０１ 

 
ロサ・ケンティフォリア・ブラータ 

[ Rosa Centifolia Bullata ] 

展覧会概要 



ピエール＝ジョゼフ・ルドゥーテ [ Pierre-Joseph Redoute ] （ベルギー ： １７５９ – １８４０年）  

ベルギー生まれ。１８世紀後半にパリに移り、植物学の基本を学び、ルイ１６世王妃

マリー＝アントワネットやナポレオン妃ジョゼフィーヌに愛されたことから「バラの宮廷

画家」と呼ばれ、「花のラファエロ」「バラのレンブラント」とも称賛されたボタニカル・

アートの天才画家。 

バラをこよなく愛したジョゼフィーヌは、世界中からパリ郊外のマルメゾン宮殿の庭園

に３００種ほどの古代品種や原種系のバラを集め、植物学者や園芸家にバラの研究

を奨励して、人類初となるバラの人工交配に成功するなど、今日のバラ栽培の基礎

を築いたと言われています。そしてそのジョゼフィーヌの命により、すでにマリー・ア

ントワネットの時代より宮廷付きの植物画家として活躍していたルドゥーテは、それぞ

れのバラの最も美しい瞬間を、神業とも言われる細密な点刻銅版画で表現しました。

彼が用いた技法『スティップル・エングレーヴィング [ stipple engraving ] （点刻彫版法） 』は、点の集合で陰影を表現する

彫版技法で、非常に高度な技術と労力を要する銅版画です。これにより、銅版画特有の硬い輪郭線を排除し、植物の自然

な姿を表現できます。 

描かれた１６９点のバラの中には今日絶滅しているものもありますが、ルドゥーテの絵の中では理想の姿で永遠に咲き続け

ており、植物学者やバラ愛好家にとっても重要な作品として認知されています。 

 

■ルドゥーテ・グッズが登場 

今回の展示作品『バラ図譜』に描かれている、高貴なオールドローズをモチーフにした雑貨や小物が、期間限

定で販売されます。 

場所：① ハウステンボス美術館内 「パレスショップ」 【営業時間 １０：００～１８：００】 

    ② ビネンスタッド地区 「アンジェリケ」  【営業時間 １１：００～１８：００】 

ルドゥーテ・グッズの他、バラの香水の量り売りも人気です。 

 

■ルドゥーテセミナーを開催 ～ジョゼフィーヌ妃がつないだバラの歴史～ 

ルドゥーテが仕えたジョゼフィーヌ妃は、バラの歴史に欠かせない存在。世界中のバラの苗を集めたマルメゾ

ン城の庭園の様子やルドゥーテが実際に描いていた場所の写真を交えながら、フランス在住のバラの専門家

柳楽桜子さんが、フランスで収集した貴重な資料を基に、その興味深い歴史を語ります。 

日時：２０１０年７月２４日（土）１５：００～約１時間 

場所：パレス ハウステンボス内クイーンルーム 

 

ハウステンボス㈱  宣伝課  担当：中野・内薗 
ＴＥＬ：０９５６-２７-０１８０  ＦＡＸ：０９５６-２７-０９０３ 

 

～本件のご取材、内容に関するお問い合わせは下記までお願いします～ 

一般のお客様のお問合せ先：ハウステンボス総合案内センター  ０９５６-２７-０００１ 
http://www.huistenbosch.co.jp 

 


